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Ｈ
Ｋ
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懇
親
会
で
制
定
し
た
パ
ー
パ
ス
な
ど
を

報
告
し
た
松
本
社
長

「
ラ
ジ
オ
英
会
話
」
講
師
の
大
西
氏

大
阪
で
も
開
催

「
ラ
ジ
オ
英
会
話
」
の

大
西
講
師
も
登
場

取次史上最年少の社長誕生へ
　
多
く
の
企
業
が
年
度
末
を
迎
え

る
の
に
向
け
て
、
人
が
動
く
季
節

と
な
り
、
新
社
長
内
定
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
付
く
。
そ
ん
な

中
、
日
販
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｄ
）
の
新
社
長
に

富
樫
建
氏
が
内
定
し
た
。
就
任
時

は
48
歳
、
40
代
で
の
社
長
就
任
は　

取
次
史
上
最
年
少
だ
と
い
う
。

　
富
樫
氏
は
近
年
同
社
が
取
り
組

む
非
取
次
事
業
を
中
心
に
実
績
を

あ
げ
て
き
た
。
入
場
料
の
あ
る
書

店
「
文
喫
」
や
、
本
が
あ
る
ホ
テ

ル
「
箱
根
本
箱
」
な
ど
の
事
業
を

率
い
、
取
次
事
業
を
他
の
事
業
で

支
え
る
と
い
う
同
社
グ
ル
ー
プ
の

戦
略
を
担
っ
て
い
る
。

　
日
本
出
版
販
売
（
日
販
）
が

２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ｗ
ｗ
ｗ・ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
（
ト

リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
は
、
書
店
、
出
版
社
と
の

契
約
に
よ
っ
て
、
返
品
が
発
生
し

に
く
い
取
引
を
目
指
す
改
革
だ
っ

た
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責

任
者
だ
っ
た
吉
川
英
作
現
社
長
の

も
と
に
、
ま
だ
20
代
の
富
樫
氏
が

い
た
。

　
出
版
流
通
・
取
引
の
改
革
は
、

ま
だ
そ
こ
ま
で
危
機
感
が
共
有
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
当
時
の
業
界

で
、
目
指
し
て
い
た
レ
ベ
ル
ま
で

は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、

い
ま
出
版
流
通
が
進
も
う
と
し
て

い
る
新
た
な
方
向
性
に
先
鞭
を
つ

け
た
構
想
だ
っ
た
。

　
新
し
い
取
り
組
み
は
、
な
か
な

か
周
囲
の
理
解
を
得
に
く
い
。
富

樫
氏
は
当
時
、
そ
ん
な
業
界
の
雰

囲
気
を
肌
身
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ

う
。
い
ま
日
販
で
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
創
造
事
業
を
担
当
す

る
。
そ
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

【
星
野
渉
】

ぴあ株式会社ぴあ株式会社

「PUBNAVI」導入で作業効率大幅にアップ
１週間かかった作業を２～３日で処理

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

横井氏

紙と電子のシリーズ累計で 78 万部に達している 2点

　ぴあ株式会社は電子書籍の売上、印税管理
のために株式会社光和コンピューターと株式
会社メディアドゥが提供するクラウド型電子
書籍管理システム「PUBNAVI」を利用して

所在地：〒 150-0011 東京都渋谷区東 1-2-20 
　　　　渋谷ファーストタワー
創　業：1972年 7月 10日 (月刊『ぴあ』創刊 )
設　立：1974 年 12 月 20 日
資本金：59 億 62 百万円 
　　　　(2023 年 3 月 31 日現在 )
正社員：331 人 (2023 年 3 月 31 日現在・連結 )

電子書籍を
　　　　年 100点余発行

　同社は出版のほかチケット事業など多様なサー
ビスを提供しているが、出版は定期刊行物 3誌

　とはいえ、独自システムを開発するほどの規模
にはなっておらず、担当する人員を増やすことも
できずにいたのだ。
　導入は、当時 700タイトルほどだった商品リス
トの作成が多少手間だったのを除けばスムーズに
できた。そして「作業時間が短縮でき、電子取次・
電子書店ごとにデータフォーマットが違っても変
換して取り込めます。そしてミスがほとんどなく
なりました」（横井氏）と効果を発揮。1週間ほど
かかっていた作業が 1～ 2日でできたケースもあ
り、点数、売上が増えても担当者は導入前と同じ
2人で対応できている。
　その後の運用も特に大きなトラブルはないとい
い、横井氏は特に問題を感じていないが、「売上
の速報値など情報分析がもう少し簡単にできるよ
うになれば」とさらなる発展に期待を示す。
　一方、電子書籍の今後については「電子コミッ
クのアプリを利用する人は、すでに電子書籍を読
んでいるという感覚ではなく当たり前のことに
なっていると思います。雑誌やムック、書籍はま
だそこまですそ野が広がっていないので、コミッ
クアプリなども参考にして、業界として利用者が
意識せずに使えるようハードルを下げる必要があ
るのではないでしょうか」との思いを持っている。

は定期誌と書籍・ムックが中心なので、コミック
に比べると伸び悩み始めているという印象もあり
ます」と述べる。
　ただ、厚切りジェイソン著『ジェイソン流お金
の稼ぎ方』（2023年 11月刊、本体 1400円）、『ジェ
イソン流お金の増やし方』（2021年 11月刊、本体

いち早く
　　　「PUBNAVI」利用

　「PUBNAVI」の利用は正式サービスが始まる
2022年に先立つ 2021年。それまで電子書籍の売
上、印税管理は電子取次や電子書店からの売上報
告を Excelに転記するなど手作業で行っていた

いる。サービス開始時にいち早く導入した
が、それまで手作業だった処理が大幅に効率
化し、売上とアイテムが増えても処理する人
数を増やさずに対応できているという。

ため、「何か良いシステムがないか探していたと
ころ、リリースか何かで目にして問い合わせまし
た」と横井氏自らアプローチ。リリース前のテス
ト導入に参加した。
　「電子書籍は契約がない限り絶版はなく、品切
れもないので増える一方です。しかも、実売印税
方式なので延々と管理が続きます」と横井氏はそ
の背景を説明する。

（『SODA』、『月刊スカパー！』『韓流ぴあ』）
とムック・書籍を年間 100～ 150タイトル
発行している。
　ムック・書籍はエンタメ系、ガイド系、
スポーツ系などが多く、全体でムックが 7
～ 8割を占めている。
　電子書籍化は 2012年頃から刊行をス
タートし、2015年頃から本格化して点数を
増やしてきた。いまは DVD付や権利処理
が難しいものなどを除き、大部分を電子化
している。刊行のタイミングも「可能な限
りサイマル（紙・電子同時）にしています」
とコンテンツ・コミュニケーション事業局
マーケティング DX推進部デジタル・流通
促進ユニット長・横井秀忠氏は説明する。

1300円）2点の電子書籍版は、同社の電子書籍と
して最も売れ行きがよく、2点累計で紙・電子を
合わせると 78万部に達している。「シリーズはお
金・投資がテーマのビジネス書なので、電子書籍
と相性が良いのだと思います」と横井氏。
　また、昨年は WBCでの日本代表優勝で、2017
年に刊行した『不可能を可能にする 大谷翔平 120
の思考』（本体 980円）が電子でも売れ行きを伸
ばした。「電子書籍は長期間売れ続けるという可
能性を感じました」という。

サービスなど電子書店
との直接取引もあり
10社程度と取引し、電
子書籍を販売するサイ
トには一通り提供して
いる。
　電子書籍の売れ行き
について横井氏は、「伸
びてきていると実感し
ています。ただ、当社

　販路は電子取
次 経 由 が 多 い
が 、 読 み 放 題

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
は
２
月
６
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト
で
書
店
向
け
の
「
春
の
企
画
説
明
会
」
を
開
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
キ
ス
ト
や
注
力

す
る
書
籍
な
ど
の
概
要
と
販
売
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
説
明
会
の
冒
頭
、
取
締
役

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
局
長
・
田

中
洋
氏
は
、
能
登
半
島
地
震

で
被
災
し
た
書
店
に
他
地
域

か
ら
書
店
関
係
者
が
応
援

に
駆
け
付
け
た
こ
と
に
触

れ
、「
業
界
の
絆
の
深
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
ま
だ

16
店
が
営
業
で
き
な
い
と
聞

く
が
、
一
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
前
年
は

テ
キ
ス
ト
の
実
売
が
低
迷

し
、
資
材
高
騰
の
影
響
も
あ

り
厳
し
い
決
算
見
通
し
と
明

か
し
、
24
年
度
は
テ
キ
ス
ト

売
り
上
げ
を
大
き
く
伸
ば
し

た
22
年
と
同
じ
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
英
語
や
る
な
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
キ
ス
ト
」
を
設
定
。

「
自
分
に
合
っ
た
テ
キ
ス
ト

を
書
店
で
見
て
購
入
し
て
も

ら
い
、
毎
月
来
店
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
目
的
」
と
テ
キ

ス
ト
販
売
の
意
義
を
語
っ

た
。

　
こ
の
後
、
語
学
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
語
学
編
集
部
部

長
・
三
田
村
美
保
氏
、
家
庭

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
生
活
編

巻
刊
行
す
る
新
書
『
哲
学
史

入
門
』
全
３
巻
、
11
月
刊
行

予
定
の
『
ブ
リ
タ
ニ
カ　
ビ

ジ
ュ
ア
ル
大
図
鑑
』
を
説

明
。
さ
ら
に
４
月
に
始
ま
る

新
番
組
「
新　
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
挑
戦
者
た
ち
」
の
新
書

シ
リ
ー
ズ
を
夏
か
ら
刊
行
開

始
す
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　
定
期
購
読
は
、
昨
年
８
０

０
０
件
以
上
獲
得
し
、「
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ａ
イ
ー
ア
ス

つ
く
ば
店
」
が
３
年
連
続
で

コ
ン
ク
ー
ル
１
位
と
な
っ
た

く
ま
ざ
わ
書
店
・
熊
沢
真
社

長
が
登
壇
。
定
期
購
読
獲
得

に
つ
い
て
「
学
ぼ
う
と
す
る

人
が
定
期
的
に
来
店
し
、
ほ

か
の
本
も
買
っ
て
く
れ
る
。

出
版
の
衰
退
を
食
い
止
め
ら

れ
る
の
で
は
」
と
指
摘
。

　
獲
得
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
声

か
け
が
大
切
」
と
し
、「
ほ

か
の
業
種
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
は
２
割
程
度
と
聞
く
。

リ
ア
ル
は
接
客
で
演
出
し
て

売
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
」
と
お
客
と
の
会
話

な
ど
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　
前
年
の
定
期
購
読
獲
得
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
過
去
最
多
と

な
る
２
１
５
１
書
店
（
前
年

比
１
３
８
％
）が
参
加
。今
年

の
申
し
込
み
締
め
切
り
は
５

月
31
日
。
飾
り
つ
け
コ
ン
ク

ー
ル
も
前
年
は
過
去
最
多
の

１
１
２
８
書
店（
同
１
２
３

％
）が
参
加
。今
年
の
申
し
込

み
締
め
切
り
は
５
月
８
日
。

　
新
年
度
の
展
開
に
向
け
て

は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
テ
キ
ス
ト

ナ
ビ
２
０
２
４
」
と
拡
材

セ
ッ
ト
の
「
デ
コ
キ
ッ
ト
」

を
３
月
８
日
頃
店
着
で
発
送

す
る
。
テ
キ
ス
ト
の
価
格
改

定
は
、
資
材
費
・
物
流
費
の

高
騰
な
ど
が
理
由
で
、『
ラ

ジ
オ
英
会
話
』
を
５
５
０
円

か
ら
６
６
０
円
に
改
定
す
る

な
ど
、
一
部
を
除
い
て
50
～

１
６
０
円
値
上
げ
す
る
。

　
夏
の
フ
ェ
ア
展
開
で
は
、

「
１
０
０
分
ｄ
ｅ
名
著
フ
ェ

ア
」
に
昨
夏
は
前
年
比
１
６

４
％
に
の
ぼ
る
９
４
４
書
店

が
参
加
。
フ
ェ
ア
後
に
コ
ー

ナ
ー
を
常
設
す
る
書
店
も
増

え
、
認
知
度
向
上
に
つ
な

が
っ
た
。
今
年
も
７
月
に
大

き
く
展
開
す
る
。

集
部
部
長
・
草

場
道
子
氏
が
説

明
。
書
籍
は
取

締
役
編
集
局

長
・
大
場
胆
氏

が
５
月
刊
行
予

定
の
『
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
版
ソ

フ
ィ
ー
の
世

界
』
上
下
、
４

月
か
ら
毎
月
１

日
１
文
！
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
』
の
監
修
も
務
め
た
東
洋

学
園
大
学
・
大
西
泰
斗
教
授

が
登
場
し
、
会
場
を
沸
か
せ

た
。

　
田
中
洋
取
締
役
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
局
長
が
「
新
年
度

の
定
期
購
読
案
内
の
ス
タ
ー

ト
時
期
と
な
っ
た
。
多
く
の

書
店
か
ら
『
売
場
を
し
っ
か

り
つ
く
り
た
い
』
の
声
を
い

た
だ
き
心
強
い
。書
籍・ム
ッ

ク
は
大
河
『
光
る
君
へ
』
の

放
送
が
始
ま
り
、
舞
台
の
滋

賀
県
、
京
都
府
の
書
店
を
は

じ
め
販
売
に
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
」と
謝
意
を
示
し
た
。

　
語
学
編
集
部
・
三
田
村
美

保
部
長
に
紹
介
さ
れ
て
登
壇

し
た
大
西
氏
は
「
英
語
は
敷

居
が
高
く
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
話
せ
る
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
よ
り
便
利
で
世
界
に

広
が
る
ツ
ー
ル
。
ビ
ジ
ネ
ス

に
使
う
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
外
国
人
と
少
し
で
も

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
の
基
本
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
し
、『
ラ

ジ
オ
英
会
話
サ
ブ
ノ
ー
ト
』

を
推
奨
し
た
。

　
販
売
促
進
で
は
セ
ー
ル

ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
・

鈴
木
敏
部
長
が
「
定
期
購
読

獲
得
に
精
力
的
に
取
り
組
ま

れ
、
昨
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
上

位
入
賞
を
果
た
し
た
」
と
、

西
日
本
書
店
の
槌
賀
啓
二
取

締
役
店
長
を
紹
介
。
自
身
で

も
『
英
会
話
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
』
を
定
期
購
読
す
る
槌

賀
氏
は
「
お
客
さ
ん
に
自
分

の
体
験
を
伝
え
ら
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
」
と
理
由
を
説
明
。
定

期
獲
得
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
「
当
店
独
自
で
、
途
中

で
止
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
ま

ず
は
３
カ
月
か
ら
始
め
よ
う

な
ど
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
表

現
の
申
込
用
紙
を
作
成
し
、

声
掛
け
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　
懇
親
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・

松
本
浩
司
社
長
は
「
大
河
や

朝
ド
ラ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
る

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
ほ
か
に
も

数
百
万
人
、
紅
白
歌
合
戦
の

よ
う
に
数
千
万
人
に
見
ら
れ

る
番
組
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

一
つ
で
も
多
く
発
行
物
と
し

て
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
大
阪
府
書
店
商
業
組
合
・

深
田
健
治
理
事
長
（
ブ
ッ
ク

ス
深
田
）
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
キ

ス
ト
は
定
期
購
読
の
根
幹
と

な
る
商
品
。
私
は
学
校
図
書

館
に
薦
め
て
い
る
が
『
勉
強

れ
約
80
人
が
出

席
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し

て
「
ラ
ジ
オ
英

会
話
」
の
講
師

で
、
新
テ
キ
ス

ト
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
英
会
話
サ

ブ
ノ
ー
ト　
１

に
も
生
か
せ
る
』
と
反
応
が

い
い
。
今
後
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
企
画
の
内
容
は
３
月
31
日

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
さ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
セ
ー
ル
ス
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
部
ま
で
。

　
関
西
圏
の
書
店
を
対
象
と

し
た
説
明
会
は
２
月
16
日
、
大
阪
・
北
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催
さ

シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

Ａ
Ｄ
Ｋ 

Ｍ
Ｓ
×
講
談
社

　
Ａ
Ｄ
Ｋ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ａ

Ｄ
Ｋ　
Ｍ
Ｓ
）
は
２
月
21

日
、
講
談
社
に
よ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
提
供
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｋ
ｉ
ｉ
ｓ

Ｓ
（
キ
ー
ズ
）」
と
連
携
し

て
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

　
Ａ
Ｄ
Ｋ　
Ｍ
Ｓ
は
現
在
、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
組
織
の

再
編
を
行
い
、
出
版
社
と
新

た
な
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
を
目
指
す
組
織
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
本
部

傘
下
に
開
設
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
回
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
講
談
社
の

「
Ｋ
ｉ
ｉ
ｓ
Ｓ
」
と
連
携
し
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
で
豊
富
な
経

験
と
ナ
レ
ッ
ジ
を
持
つ
制
作

会
社
を
起
用
し
た
動
画
制
作

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

始
め
た
。

　
講
談
社
は
総
合
出
版
社
と

し
て
自
社
で
発
行
し
て
い
る

『
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
』、『
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
』

や
『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
な
ジ
ャ
ン
ル
の

プ
ロ
の
編
集
リ
ソ
ー
ス
を
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作
の
た
め

に
活
用
し
、
一
次
使
用
（
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
オ
ウ
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
）
が
可
能
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
企
画
す
る
。
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